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昨年4月にオープンしたかわまちてらす閖上

昨年8月のベトナムでのＰＲ活動

県内のスキー場にはラプラスのスノーチュービングがお
目見えしました

昨年4月に気仙沼大島大橋が開通後、
たくさんの観光客が大島を訪れました

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
加
速
化

　
道
路
や
橋
な
ど
の
完
成
は
９
割
を
超
え
て
い

ま
す
。
防
潮
堤
な
ど
の
海
岸
保
全
や
港
湾
施
設

に
つ
い
て
も
、一
日
も
早
い
完
成
に
向
け
、
事
業

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す（
表
）。

中
小
企
業
等
の
復
旧
支
援

　
国
と
連
携
し
て
被
災
事
業
者
の
生
産
基

盤
の
早
期
回
復
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
中
小
企
業
等
向
け
の
グ
ル
ー
プ

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
3
月
末
現

在
で
、
申
請
者
の
う
ち
約
90
％
に
当
た
る
延

べ
３
８
３
８
事
業
者
が
事
業
を
完
了
し
て
い

ま
す
。

販
路
の
回
復・拡
大
に
向
け
て

　
水
産
加
工
業
を
は
じ
め
、
販
路
や
売
り
上

げ
が
震
災
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
な
い

事
業
所
が
多
い
た
め
、
海
外
な
ど
で
県
内
企

業
と
と
も
に
県
産
品
の
P
R
活
動
を
行
う
な

ど
、
海
外
展
開
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

観
光
客
入
込
数
は
過
去
最
高
に

　
昨
年
度
は「
サ
ザ
エ
さ
ん
」と
ポ
ケ
モ
ン
の

「
ラ
プ
ラ
ス
」を
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
な
ど
、
観
光
の
再
生

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
の
観
光
客
入
込
数
は

６
４
２
２
万
人
で
、
震
災
前
を
超
え
て
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。
沿
岸
部
は
７
５
４
万

人（
震
災
前
の
水
準
と
比
べ
て
94
％
）と
、
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力 

発
電
所
事
故
へ
の
対
応

　
空
間
放
射
線
量
率
の
測
定
や
農
林
水
産

物
の
放
射
性
物
質
の
検
査
を
継
続
し
て
行
い

「
放
射
能
情
報
サ
イ
ト
み
や
ぎ
」な
ど
で
情

報
提
供
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全

な
農
林
水
産
物
の
生
産
、
販
売
を
支
援
す
る

た
め
、
生
産
者
へ
の
技
術
支
援
や
県
内
外
で

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
被
災
事
業
者
の
施
設
復
旧
や
販
路
回

復
へ
の
支
援

◦
震
災
に
よ
る
風
評
を
払ふ

っ

拭し
ょ
く

し
、
観
光
再

生
へ

ポイント

表／公共土木施設の復旧状況  令和2年2月末現在

項目 被災
箇所数

着手・完成
箇所数

進捗率
（％）

道路・橋梁施設
（復旧工事） 1534

着手 1534 100

完成 1507 98

河川施設
（復旧工事） 273

着手 273 100

完成 243 89

海岸保全施設
（復旧工事） 73

着手 73 100

完成 52 71

港湾施設
（復旧工事） 280

着手 280 100

完成 240 86

産
業
の
再
生
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被
災
者
の
生
活
再
建
と

ま
ち
づ
く
り

◦
市
町
と
連
携
し
て
、
離
半
島
部
な
ど

復
興
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

に
差
が
み
ら
れ
る
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
を
加

速
化

◦
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
再
構
築
の
支
援

◦
全
て
の
仮
設
住
宅
入
居
者
が
恒
久
的

な
住
宅
に
移
行
で
き
る
よ
う
支
援

◦
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
切
れ
目
の
な

い
心
の
ケ
ア
対
策

ポイント

誰もが実感できる
復興を目指して
東日本震災発生から９年が経過し、今年度は復興計画期間の最終年度となります。
被災地では生活インフラや復興まちづくりなどの完成に見通しが立ってきました。
一方で、被災された方々の心のケアや新たな地域コミュニティの形成、
失われた販路の回復などソフト面の課題には、中長期的な支援が必要となっています。
今後も被災市町や国、関係団体と連携しながら復興の総仕上げに向けて取り組んでいきます。

全
て
の
災
害
公
営
住
宅
が
完
成

　
昨
年
３
月
に
石
巻
市
新
蛇
田
南
Ｄ
地
区
の

災
害
公
営
住
宅
が
完
成
す
る
な
ど
、
21
市

町
で
計
画
し
た
災
害
公
営
住
宅
が
全
て
完

成
し
ま
し
た
。

　
災
害
公
営
住
宅
完
成
後
の
大
き
な
課
題

は
、
新
た
な
生
活
の
場
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
構
築
で
す
。
住
民
同
士
の
絆
を

深
め
る
た
め
に
、
災
害
公
営
住
宅
に
で
き
た

新
し
い
自
治
会
な
ど
の
活
動
支
援
や
、
地
域

の
課
題
解
決
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
に
き
め
細
か
な

サ
ポ
ー
ト
を

　
被
災
し
た
沿
岸
10
市
町
に
開
設
し
た「
仮

設
住
宅
等
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
仮

設
住
宅
や
災
害
公
営
住
宅
で
暮
ら
す
被
災
者

の
見
守
り
や
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
精
神
的
変
調
や
問
題
行

動
、
不
登
校
の
増
加
も
心
配
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」の

運
営
支
援
な
ど
、
市
町
や
関
係
団
体
と
連
携

し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
た
心
の
ケ
ア
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

石巻市新蛇田南Ｄ地区の災害公営住宅

仮設住宅等サポートセンターによる訪問活動の様子

昨年7月に地域コミュニティ再構築支援の一環として、
夏祭り交流会が行われました（七ヶ浜町）
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